
2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年２月13日

上 場 会 社 名 リックス株式会社 上場取引所 東・福

コ ー ド 番 号 7525 URL https://www.rix.co.jp/

代 表 者 (役職名)
代表取締役社長
執行役員

(氏名) 安井 卓

問合せ先責任者 (役職名)
取締役上席
執行役員管理本部長

(氏名) 大鉙 賢司 (TEL) 092-472-7311

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：無

決算説明会開催の有無 ：無
(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 40,515 9.3 2,733 △2.2 3,028 △3.8 1,973 △10.3
2024年３月期第３四半期 37,052 12.4 2,795 19.8 3,149 16.8 2,200 18.9

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 2,069百万円(△24.5％) 2024年３月期第３四半期 2,740百万円( 26.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 243.80 －
2024年３月期第３四半期 272.12 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 43,297 25,166 56.9
2024年３月期 41,117 24,073 57.4

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 24,630百万円 2024年３月期 23,583百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 70.00 － 71.00 141.00
2025年３月期 － 53.00 －
2025年３月期(予想) 79.00 132.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,000 8.5 3,680 3.8 4,010 1.9 2,670 △4.0 329.88

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細につきましては、添付資料９ページ「(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成

に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 8,640,000株 2024年３月期 8,640,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 541,626株 2024年３月期 551,303株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 8,093,868株 2024年３月期３Ｑ 8,085,448株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事

項等については、添付資料４ページ「(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国ではAI関連向けに設備投資意欲の高まりが見られた反面、

その他の製造業での設備投資には陰りが見られており、中国では輸出関連では底堅く推移しているものの内需が低

迷している等、地域及び需要分野によって景況感に差が見られました。

また、日本経済は、訪日外国人数が継続して過去最高を記録しており、サービス産業は底堅く推移しました。製

造業については、半導体関連を中心に人手不足に対応するデジタル化等の設備投資に機運の高まりが見られまし

た。

このような経済環境の中、当社グループでは中期３ヵ年計画「GP2026」に基づく施策に取り組んだ結果、当第３

四半期連結累計期間の連結業績は、売上高405億15百万円（前年同期比9.3％増）、営業利益27億33百万円（同2.2％

減）、経常利益30億28百万円（同3.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益19億73百万円（同10.3％減）とな

りました。減益の要因としては、人件費および教育費等の人への投資に加え、業務の効率化を目的としたIT投資に

よって販売費及び一般管理費が増加したことなどが挙げられます。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。当社グループは、顧客の属する業界ごとに業績管理を行って

おり、「鉄鋼」「自動車」「電子・半導体」「ゴム・タイヤ」「工作機械」「高機能材」「環境」及び「紙パル

プ」の８業界を報告セグメントとしております。なお、第１四半期連結会計期間より、経営管理の観点から各報告

セグメントの損益をより適切に表示するため、従来「セグメント利益の調整額」としていた当社メーカー機能がも

たらす損益を各報告セグメントの損益に含めることとしました。

（鉄鋼業界）

同業界では、世界の動向として、世界最大の生産国である中国の粗鋼生産は前年同期比で減少しましたが、イン

ドの粗鋼生産は増加しており、世界全体としては前年同期比で微減で推移しました。日本の動向としては、国内需

要及び海外経済の低迷による影響が継続し、粗鋼生産量は減少しました。

当社グループにおきましては、海外市場の更なる開拓に加え、生産比例品のみならず整備部門への営業活動にも

注力した結果、製鋼工程向け設備機械の更新案件や保全部門における設備配管の更新・レンタル案件、安全対策製

品及びカーボンニュートラルに関連する装置類の販売等により、売上が増加しました。

この結果、鉄鋼業界向け全体としての売上高は114億87百万円（前年同期比9.6％増）、セグメント利益は14億58

百万円（前年同期比7.2％増）となりました。

（自動車業界）

同業界では、世界の動向として、中国での新エネルギー車の生産・販売及び輸出は増加しており、経済成長が著

しいインドにおいても自動車生産量は前年同期を上回る等、堅調に推移しました。日本の動向としては、認証不正

問題によって中止していた生産が再開するなどの復調要因もありましたが、長期間工場が稼働停止した影響もあり、

国内における生産に落ち込みが見られました。

当社グループにおきましては、CASE市場で注目されている電池やモーター分野への営業・提案活動に注力した結

果、製造工程向け搬送装置類の販売や電動ユニット向け機械設備の販売、電池製造工程向け設備機器の販売等によ

り、売上は増加しましたが、利益率の高い当社オリジナル品の売上が伸びず、セグメント利益は減少しました。

この結果、自動車業界向け全体としての売上高は87億46百万円（前年同期比15.7％増）、セグメント利益は８億

80百万円（前年同期比5.1％減）となりました。

（電子・半導体業界）

同業界では、世界の動向として、AI関連の技術開発の進歩に伴い、特にロジック半導体を中心に需要の拡大が見

られました。日本の動向としては、中国のレガシー半導体及び世界動向と連動したAI関連半導体需要増加の恩恵を

受け、半導体製造装置関連の売上は前年同期に比べて増加しました。

当社グループにおきましては、修理・再生ビジネスに加え、現場・設備・保全部門に対する営業活動に注力した

結果、当社オリジナル品である洗浄装置類の販売や水処理関連設備の販売、半導体製造装置メーカー向け部品販売

等により、売上が増加しました。
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この結果、電子・半導体業界向け全体としての売上高は53億41百万円（前年同期比6.2％増）、セグメント利益は

５億87百万円（前年同期比3.4％増）となりました。

（ゴム・タイヤ業界）

同業界では、日本の動向として、市販用タイヤの販売には増加傾向が見られたものの、自動車業界に見られた新

車生産の落ち込みの影響を受け、新車用タイヤの販売が特に海外向けで低迷しました。

当社グループにおきましては、開発部門への営業活動に加え、設備投資に関する営業活動に注力した結果、ユー

ティリティ関連の老朽設備更新案件を複数受注する等、好調な要因はあったものの、第１四半期の落ち込みを埋め

るまでには至りませんでした。

この結果、ゴム・タイヤ業界向け全体としての売上高は28億85百万円（前年同期比7.2％減）、セグメント利益は

２億98百万円（前年同期比24.6％減）となりました。

（工作機械業界）

同業界では、主に中国等のアジア地域での需要回復に伴い、海外向けの工作機械受注は堅調に推移しました。国

内向けでは2024年後半から前年同期と比べ回復傾向は見られたものの、当第３四半期連結累計期間では前年同期比

で減少しており、需要回復に地域差が見られました。

当社グループにおきましては、工作機械の５軸化・複合化の要求に対応する用途開発・機器の営業に加え、付帯

設備の拡販活動に注力した結果、製造工程向け溶解装置の販売や加工工程向けのクーラント処理装置の販売等によ

り売上を確保しましたが、低迷する工作機械業界の影響を受けた形となりました。

この結果、工作機械業界向け全体としての売上高は17億56百万円（前年同期比8.0％減）、セグメント利益は３億

81百万円（前年同期比12.9％減）となりました。

（高機能材業界）

同業界では、物価高騰による消費の抑制や中国勢のエチレン増産による供給過剰、定期修理に入った設備稼働の

影響等により、国内生産量が継続して減少しました。

当社グループにおきましては、医薬・化粧品分野の開拓に加え、修理・再生ビジネスにも注力した結果、医薬品

メーカー向け排水処理設備の老朽化更新案件や各種回転機器ならびに搬送機器の販売等により、売上が増加しまし

た。

この結果、高機能材業界向け全体としての売上高は18億60百万円（前年同期比23.3％増）、セグメント利益は１

億88百万円（前年同期比12.0％増）となりました。

（環境業界）

同業界では、環境装置関連の受注は前年同期に比べ減少しており、需要部門によって差が見られました。

当社グループにおきましては、近年重要視されている環境及びエネルギー産業、水処理関連事業への深耕に注力

した結果、水処理メーカー向けフィルター類の販売や排水処理工程向けのポンプ類の販売等により、売上が増加し

ました。

この結果、環境業界向け全体としての売上高は23億18百万円（前年同期比31.1％増）、セグメント利益は２億19

百万円（前年同期比46.8％増）となりました。

（紙パルプ業界）

同業界では、デジタル化の浸透により紙類全体では需要の減少が見られ、好調が窺えていた紙類の輸出やインバ

ウンド需要による包装紙の需要も減少しております。

当社グループにおきましては、バイオマス素材であるCNF分野やエネルギー・ケミカル素材分野、既存設備のメン

テナンス事業への深耕に注力した結果、既存老朽設備の更新案件や動力設備向けコンベアベルト類の販売等により、

売上が増加しました。

この結果、紙パルプ業界向け全体としての売上高は７億34百万円（前年同期比11.5％増）、セグメント利益は82

百万円（前年同期比23.0％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.3％増加し316億69百万円となりました。これは、主に売上債権が15億

９百万円、その他が３億38百万円それぞれ増加し、一方で、現金及び預金が７億82百万円減少したことなどによる

ものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて11.1％増加し116億28百万円となりました。これは主に有形固定資産が10

億73百万円増加したことなどによるものです。

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて5.3％増加し、432億97百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて7.4％増加し165億75百万円となりました。これは、主に仕入債務が５億

13百万円、短期借入金が10億52百万円それぞれ増加し、一方で、未払法人税等が１億77百万円、その他が８億51百

万円それぞれ減少したことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.5％減少し15億56百万円となりました。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.4％増加し、181億31百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて4.5％増加し251億66百万円となりました。これは、主に利益剰余金が９億

68百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間においては、鉄鋼、自動車及び電子・半導体セグメントの業績が好調に推移しまし

た。特に鉄鋼セグメントにおける当第３四半期の売上、セグメント利益の増加が全体業績を牽引しています。また、

第４四半期も引き続き当該３セグメントが業績を後押しする見通しであることから、通期見通しを上方修正しま

す。

また、業績予想を上方修正したことに伴い、期末普通配当予想も増配修正しました。

詳細につきましては、2025年２月13日付で公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,800,802 7,018,439

受取手形 731,318 502,852

電子記録債権 4,103,900 4,484,912

売掛金 14,096,182 15,453,051

有価証券 100,000 －

商品及び製品 2,893,226 2,801,178

仕掛品 272,114 429,218

原材料及び貯蔵品 244,287 234,560

その他 406,500 745,012

貸倒引当金 △142 △195

流動資産合計 30,648,188 31,669,030

固定資産

有形固定資産 4,301,022 5,374,460

無形固定資産

その他 733,987 785,052

無形固定資産合計 733,987 785,052

投資その他の資産

投資有価証券 4,136,941 4,176,851

その他 1,312,945 1,307,252

貸倒引当金 △15,164 △15,058

投資その他の資産合計 5,434,722 5,469,046

固定資産合計 10,469,732 11,628,558

資産合計 41,117,921 43,297,589

負債の部

流動負債

支払手形 558,626 649,646

電子記録債務 6,232,507 6,377,203

買掛金 4,593,263 4,870,795

短期借入金 1,439,978 2,492,355

1年内返済予定の長期借入金 21,600 24,086

未払法人税等 569,333 391,450

賞与引当金 － 505,963

役員賞与引当金 － 98,356

その他 2,016,898 1,165,475

流動負債合計 15,432,208 16,575,333

固定負債

長期借入金 237,192 211,000

役員退職慰労引当金 79,075 87,703

退職給付に係る負債 694,030 712,572

その他 602,231 544,851

固定負債合計 1,612,529 1,556,127

負債合計 17,044,737 18,131,460
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 827,900 827,900

資本剰余金 1,083,828 1,102,776

利益剰余金 20,540,474 21,508,809

自己株式 △601,895 △591,232

株主資本合計 21,850,307 22,848,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,290,735 1,276,276

為替換算調整勘定 386,869 459,539

退職給付に係る調整累計額 55,498 46,809

その他の包括利益累計額合計 1,733,103 1,782,624

非支配株主持分 489,772 535,251

純資産合計 24,073,183 25,166,128

負債純資産合計 41,117,921 43,297,589
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 37,052,601 40,515,052

売上原価 27,705,494 30,552,205

売上総利益 9,347,106 9,962,846

販売費及び一般管理費 6,551,757 7,229,030

営業利益 2,795,348 2,733,816

営業外収益

受取利息 16,530 32,437

受取配当金 89,080 103,815

持分法による投資利益 55,962 61,713

不動産賃貸料 15,239 15,584

為替差益 131,048 47,598

投資事業組合運用益 － 664

その他 61,888 43,404

営業外収益合計 369,749 305,217

営業外費用

支払利息 4,392 7,504

投資事業組合運用損 3,514 －

その他 7,530 2,676

営業外費用合計 15,437 10,181

経常利益 3,149,661 3,028,852

特別利益

固定資産売却益 1,405 3,675

投資有価証券売却益 71,681 －

保険解約返戻金 9,689 －

特別利益合計 82,776 3,675

特別損失

固定資産売却損 － 50

固定資産除却損 290 718

在外子会社における送金詐欺損失 － 76,755

特別損失合計 290 77,523

税金等調整前四半期純利益 3,232,146 2,955,005

法人税等 997,332 945,928

四半期純利益 2,234,814 2,009,077

非支配株主に帰属する四半期純利益 34,618 35,805

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,200,196 1,973,271
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 2,234,814 2,009,077

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 308,013 △10,925

為替換算調整勘定 201,443 82,502

退職給付に係る調整額 △5,658 △8,689

持分法適用会社に対する持分相当額 2,229 △2,373

その他の包括利益合計 506,027 60,514

四半期包括利益 2,740,842 2,069,591

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,684,826 2,022,792

非支配株主に係る四半期包括利益 56,016 46,799
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

鉄鋼 自動車
電子・

半導体

ゴム・

タイヤ
工作機械 高機能材 環境

売上高

外部顧客への

売上高
10,484,271 7,562,455 5,031,089 3,109,105 1,909,451 1,509,211 1,768,986

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － －

計 10,484,271 7,562,455 5,031,089 3,109,105 1,909,451 1,509,211 1,768,986

セグメント利益 1,360,210 927,635 568,822 395,232 438,174 167,894 149,289

報告セグメント
その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)
紙パルプ 計

売上高

外部顧客への

売上高
658,488 32,033,059 5,019,541 37,052,601 － 37,052,601

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 658,488 32,033,059 5,019,541 37,052,601 － 37,052,601

セグメント利益 67,001 4,074,260 609,721 4,683,981 △1,888,632 2,795,348

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含ん

でおります。

２ セグメント利益の調整額△1,888,632千円は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

鉄鋼 自動車
電子・

半導体

ゴム・

タイヤ
工作機械 高機能材 環境

売上高

外部顧客への

売上高
11,487,668 8,746,303 5,341,664 2,885,715 1,756,680 1,860,798 2,318,684

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － － －

計 11,487,668 8,746,303 5,341,664 2,885,715 1,756,680 1,860,798 2,318,684

セグメント利益 1,458,126 880,225 587,898 298,072 381,624 188,015 219,156

報告セグメント
その他

(注１)
合計

調整額

(注２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)
紙パルプ 計

売上高

外部顧客への

売上高
734,428 35,131,944 5,383,108 40,515,052 － 40,515,052

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 734,428 35,131,944 5,383,108 40,515,052 － 40,515,052

セグメント利益 82,387 4,095,506 730,091 4,825,597 △2,091,781 2,733,816

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含ん

でおります。

２ セグメント利益の調整額△2,091,781千円は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更

第１四半期連結会計期間より、経営管理の観点から各報告セグメントの損益をより適切に表示するため、従来

「セグメント利益の調整額」としていた当社メーカー機能がもたらす損益を各報告セグメントの損益に含めること

としました。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき作成したものを開

示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日

至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年12月31日)

減価償却費 300,599千円 375,724千円


